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ノート注釈
法改正により令和３年1月1日から育児や介護を行う労働者が子の看護休暇や介護休暇を時間単位で取得できるようになりました。

ノート注釈
子の看護休暇とは原則就学前の子供の看護・通院等の時に取得できる休暇のことを指し、介護休暇は要介護状態の親・配偶者・子等の介護・通院等が必要な時に取得できる休暇のことを指します。

ノート注釈
以前は子の看護休暇や介護休暇で１日単位、もしくは半日単位での取得が認められていました。また、1日の所定労働時間が4時間以下の労働者は、そもそも子の看護休暇・介護休暇が取得できませんでした。今後は時間単位での取得が可能となり所定労働時間関係なくすべての労働者が対象となるため、労働者から申し出があった場合は取得させなければなりません。ただし、労使協定を締結することで一定の労働者を除外することも可能です。
これらの休暇を取得した日の有給か無給かは会社によって異なります。ただし、法律上これらの休暇を理由に人事評価を下げるなどの不利益取り扱いは禁止されているため無給だとしても欠勤とは別扱いになります。

ノート注釈
就業規則への記載が必要となりますので、ご不明な点がございましたらお気軽にご相談下さい。




